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一
組
織
所
長
乾
源
俊
主
事
松
川
節
委
員
大
内
文
雄
（
文
学
部
長
）
長
谷
岡
英
信
（
事
務
局
長
）
小
谷
信
千
代
（
大
学
院
文
学
研
究
科
長
）
一
色
順
心
（
短
期
大
学
部
長
）
木
越
康
（
学
生
部
長
）
宮
崎
健
司
（
入
学
セ
ン
タ
ー
長
）
乾
源
俊
（
真
宗
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
長
）
浅
見
直
一
郎
（
教
授
・
東
洋
史
学
）
兵
藤
一
夫
（
教
授
・
仏
教
学
）
一
楽
真
（
准
教
授
・
真
宗
学
）
古
川
哲
史
（
准
教
授
・
歴
史
学
╱
比
較
文
化
・
社
会
論
）
二
研
究
組
織
〔
特
別
指
定
研
究
〕
大
谷
大
学
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
記
念
特
別
指
定
研
究
研
究
課
題
?
親
鸞
像
の
再
構
築
?
研
究
員
門
脇
健
（
チ
ー
フ
・
教
授
・
宗
教
学
）
草
野
顕
之
（
教
授
・
日
本
仏
教
史
学
）
延
塚
知
道
（
教
授
・
真
宗
学
）
水
島
見
一
（
教
授
・
真
宗
学
）
安
冨
信
哉
（
教
授
・
真
宗
学
）
山
野
俊
郎
（
教
授
・
仏
教
学
）
一
楽
真
（
准
教
授
・
真
宗
学
）
東
舘
紹
見
（
准
教
授
・
日
本
仏
教
史
学
）
山
田
恵
文
（
講
師
・
真
宗
学
）
嘱
託
研
究
員
平
雅
行
（
大
阪
大
学
教
授
）
小
山
正
文
（
同
朋
大
学
非
常
勤
講
師
・
安
城
市
本
證
寺
住
職
）
研
究
補
助
員
松
金
直
美
（
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
）
玉
光
真
人
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）
〔
指
定
研
究
〕
国
際
仏
教
研
究
研
究
課
題
?
諸
外
国
に
お
け
る
仏
教
研
究
の
動
向
の
把
握
と
資
料
の
整
理
・
収
集
・
公
開
?
研
究
員
ロ
バ
ー
ト
Ｆ
・
ロ
ー
ズ
（
チ
ー
フ
・
キ
ャ
ッ
プ
・
教
授
・
仏
教
学
）
浅
見
直
一
郎
（
キ
ャ
ッ
プ
・
教
授
・
東
洋
史
学
）
デ
ィ
デ
ィ
エ
・
ヴ
ェ
ス
テ
ル
（
教
授
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
フ
ラ
ン
ス
文
化
）
桂
華
淳
祥
（
教
授
・
東
洋
史
学
）
田
辺
繁
治
（
教
授
・
社
会
人
類
学
・
東
南
ア
ジ
ア
人
類
学
）
番
場
寛
（
教
授
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
）
村
山
保
史
（
准
教
授
・
西
洋
哲
学
）
阿
部
利
洋
（
講
師
・
社
会
学
）
井
上
尚
実
（
講
師
・
真
宗
学
）
廣
川
智
貴
（
講
師
・
ド
イ
ツ
文
学
）
藤
枝
真
（
講
師
・
哲
学
・
宗
教
学
）
箕
浦
暁
雄
（
講
師
・
仏
教
学
）
嘱
託
研
究
員
羽
田
信
生
（
毎
田
周
一
セ
ン
タ
ー
所
長
）
M
ichael P
ye
（
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
名
誉
教
授
・
本
学
客
員
教
授
）
P
aul W
att
（
デ
ポ
ー
大
学
教
授
）
M
ark L
.B
lum
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
准
教
授
）
井
黒
忍
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
本
学
特
別
研
究
員
）
小
澤
千
晶
（
本
学
非
常
勤
講
師
）
研
究
補
助
員
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）
福
島
重
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）
二
〇
〇
八
年
四
月
一
日
〜
八
月
三
一
日
王
奕
明
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）
二
〇
〇
八
年
九
月
一
日
〜
二
○
○
九
年
三
月
三
一
日
村
田
知
子
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）
ア
ダ
ム
・
キ
ャ
ッ
ト
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）
西
蔵
文
献
研
究
研
究
課
題
?
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
?
研
究
員
福
田
洋
一
（
チ
ー
フ
・
教
授
・
仏
教
学
）
三
宅
伸
一
郎
（
講
師
・
チ
ベ
ッ
ト
学
）
嘱
託
研
究
員
白
館
戒
雲
（
本
学
名
誉
教
授
）
ダ
シ
ュ
シ
ョ
バ
ラ
ニ
（
特
別
研
究
員
・
本
学
非
常
勤
講
師
）
野
村
正
次
郎
（
広
島
修
道
大
学
非
常
勤
講
師
）
Steven H
artw
ell
（
マ
ル
チ
ス
ク
リ
プ
ト
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
社
）
研
究
補
助
員
松
下
俊
英
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）
太
田
蕗
子
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）
大
谷
大
学
Ｄ
Ｂ
研
究
研
究
課
題
?
大
谷
大
学
所
蔵
貴
重
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
映
像
化
?
研
究
員
宮
下
晴
輝
（
チ
ー
フ
・
教
授
・
仏
教
学
）
兵
藤
一
夫
（
教
授
・
仏
教
学
）
山
本
貴
子
（
准
教
授
・
図
書
館
情
報
学
）
酒
井
恵
光
（
講
師
・
人
文
情
報
学
）
嘱
託
研
究
員
清
水
洋
平
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
本
学
非
常
勤
講
師
）
研
究
補
助
員
林
哲
照
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）
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真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
研
究
研
究
課
題
?
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
料
の
研
究
な
ら
び
に
?
本
願
を
受
け
継
ぐ
人
び
と
｜
真
宗
本
廟（
東
本
願
寺
）
造
営
史
｜
?
の
編
纂
?
研
究
員
木
場
明
志
（
チ
ー
フ
・
教
授
・
国
史
学
）
平
野
寿
則
（
講
師
・
日
本
近
世
史
・
仏
教
史
）
嘱
託
研
究
員
伊
藤
延
男
（
神
戸
芸
術
工
科
大
学
名
誉
教
授
）
川
上
貢
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
長
）
永
井
規
男
（
関
西
大
学
名
誉
教
授
）
山
岸
常
人
（
京
都
大
学
大
学
院
准
教
授
）
安
藤
弥
（
同
朋
大
学
文
学
部
講
師
）
江
上
琢
成
（
本
学
博
士
後
期
課
程
修
了
・
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
在
学
）
川
端
泰
幸
（
本
学
非
常
勤
講
師
）
岸
泰
子
（
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
助
教
）
登
谷
伸
宏
?京
都
大
学
研
修
員
）
研
究
補
助
員
大
谷
め
ぐ
み
（
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
）
工
藤
克
洋
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）
〔
大
学
史
資
料
室
〕
大
谷
大
学
史
資
料
室
整
理
課
題
?
大
学
史
関
係
資
料
の
収
集
・
整
理
?
資
料
室
長
松
川
節
（
研
究
所
主
事
・
教
授
・
東
洋
史
学
）
研
究
補
助
員
小
野
賢
明
（
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
）
大
畑
博
嗣
（
博
士
後
期
課
程
在
学
）
〔
一
般
研
究
╱
共
同
研
究
〕
研
究
課
題
?
本
願
所
寺
院
組
織
の
確
立
と
信
仰
文
化
の
形
成
・
伝
播
に
関
す
る
歴
史
民
俗
学
的
研
究
?
研
究
員
豊
島
修
（
教
授
・
日
本
近
世
庶
民
生
活
文
化
史
・
日
本
宗
教
民
俗
学
）
平
野
寿
則
（
講
師
・
日
本
近
世
史
・
仏
教
史
）
協
同
研
究
員
鈴
木
昭
英
（
元
長
岡
市
立
科
学
博
物
館
長
）
根
井
浄
（
龍
谷
大
学
特
任
教
授
）
山
本
殖
生
（
新
宮
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
室
長
）
加
藤
基
樹
（
任
期
制
助
教
）
研
究
課
題
?
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
に
お
け
る
生
成
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
?
研
究
員
田
辺
繁
治
（
教
授
・
社
会
人
類
学
）
高
井
康
弘
（
教
授
・
社
会
学
・
文
化
人
類
学
）
阿
部
利
洋
（
講
師
・
社
会
学
）
協
同
研
究
員
松
田
素
二
（
京
都
大
学
大
学
院
教
授
）
藤
田
直
子
（
元
任
期
制
助
手
）
古
谷
伸
子
（
任
期
制
助
教
）
研
究
協
力
員
堀
井
愛
（
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
）
矢
野
博
之
（
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
）
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研
究
課
題
?
聴
覚
障
害
者
へ
の
地
域
生
活
支
援
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
?
研
究
員
志
藤
修
史
（
准
教
授
・
社
会
福
祉
学
）
安
井
喜
行
（
教
授
・
社
会
福
祉
学
）
協
同
研
究
員
柴
田
浩
志（
京
都
市
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
所
長
）
研
究
課
題
?
近
世
仏
教
文
化
文
献
の
基
礎
的
研
究
?
研
究
員
石
橋
義
秀
（
教
授
・
国
文
学
）
大
秦
一
浩
（
講
師
・
国
文
学
）
協
同
研
究
員
堤
邦
彦
（
京
都
精
華
大
学
教
授
）
佐
藤
愛
弓
（
任
期
制
助
教
）
末
松
憲
子
（
元
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
嘱
託
）
菊
池
政
和
（
花
園
大
学
非
常
勤
講
師
）
橋
本
章
彦
（
京
都
精
華
大
学
非
常
勤
講
師
）
本
井
牧
子
（
本
学
非
常
勤
講
師
）
義
田
孝
裕
（
元
安
田
女
子
大
学
大
学
院
研
修
員
）
研
究
課
題
?
石
刻
史
料
か
ら
み
た
宋
元
時
代
華
北
地
方
に
お
け
る
仏
教
の
社
会
史
的
変
遷
に
関
す
る
基
礎
研
究
?
研
究
員
桂
華
淳
祥
（
教
授
・
東
洋
史
学
）
浅
見
直
一
郎
（
教
授
・
東
洋
史
学
）
協
同
研
究
員
松
浦
典
弘
（
大
手
前
大
学
准
教
授
）
藤
原
崇
人
（
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
共
同
研
究
員
）
清
水
智
樹
（
本
学
非
常
勤
講
師
）
研
究
課
題
?
資
史
料
空
間
か
ら
任
意
の
関
心
領
域
を
柔
軟
に
抽
出
・
提
示
す
る
新
た
な
方
法
論
の
研
究
?
研
究
員
柴
田
み
ゆ
き
（
准
教
授
・
情
報
処
理
学
）
宮
下
晴
輝
（
教
授
・
仏
教
学
）
協
同
研
究
員
杉
山
正
治
（
立
命
館
大
学
情
報
理
工
学
部
助
手
）
生
田
敦
司
（
本
学
非
常
勤
講
師
）
斎
藤
晋
（
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
推
進
支
援
員
・
本
学
非
常
勤
講
師
）
〔
一
般
研
究
╱
個
人
研
究
〕
研
究
課
題
?
精
神
主
義
の
受
容
と
展
開
｜
真
人
社
と
同
朋
会
運
動
?
研
究
員
水
島
見
一
（
教
授
・
真
宗
学
）
三
指
定
研
究
の
動
向
大
谷
大
学
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
記
念
特
別
指
定
研
究
本
研
究
班
は
、
二
〇
一
一
年
の
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
に
向
け
て
、
過
去
五
〇
年
間
に
お
け
る
親
鸞
研
究
の
動
向
を
整
理
・
検
証
し
、
こ
れ
か
ら
の
親
鸞
研
究
に
新
た
な
展
望
を
開
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
現
在
、?
親
鸞
像
の
再
構
築
?
と
い
う
課
題
の
下
、?
ａ
史
的
な
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親
鸞
像
の
再
検
討
??
ｂ
思
想
教
学
の
検
証
??
ｃ
現
代
に
お
け
る
親
鸞
思
想
と
の
出
会
い
??
ｄ
文
献
目
録
の
作
成
?と
い
う
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
け
て
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
公
開
研
究
会
を
重
ね
て
き
た
が
、
今
年
度
も
引
き
続
い
て
学
外
か
ら
講
師
を
招
聘
し
研
究
会
を
開
催
し
た
。
第
一
一
回
公
開
研
究
会
（
二
〇
〇
八
年
四
月
二
二
日
一
六
時
一
〇
分
〜
一
七
時
四
〇
分
?
講
師
?
佐
々
木
正
氏
（
萬
福
寺
住
職
）?
題
目
?
親
鸞
伝
の
光
と
影
〜
正
明
伝
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
〜
）
本
報
告
で
は
、
赤
松
俊
秀
氏
の
?
親
鸞
?
を
ひ
と
つ
の
到
達
点
と
す
る
よ
う
な
実
証
主
義
的
歴
史
学
か
ら
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た?
親
鸞
聖
人
正
明
伝
?（
伝
存
覚
作
、
五
天
良
空
開
版
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
再
評
価
さ
れ
た
。
佐
々
木
氏
は
、
親
鸞
の
思
想
の
側
か
ら
の
内
在
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
全
面
的
に
史
実
と
し
て
公
認
す
る
と
い
う
新
し
い
見
解
を
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
学
に
お
け
る
方
法
論
と
の
隔
た
り
か
ら
課
題
を
残
し
つ
つ
も
、
今
後
、
親
鸞
像
を
再
構
築
し
て
い
く
際
に
伝
承
史
料
を
再
検
討
し
て
い
く
上
で
重
要
か
つ
斬
新
な
視
点
が
提
起
さ
れ
た
。
第
一
二
回
公
開
研
究
会
（
二
〇
〇
八
年
五
月
一
三
日
一
四
時
三
〇
分
〜
一
六
時
?
講
師
?
井
上
円
氏
（
高
田
教
区
教
化
研
室
聞
思
学
場
）
?
題
目
??
名
之
字
?
?
）
本
報
告
で
は
、?
教
行
信
証
?
後
序
の
?
名
之
字
?
が
何
を
指
す
か
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
ま
ず
?
名
?
の
字
を
?
み
ょ
う
?
と
読
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
さ
れ
、
こ
れ
は
?
姓
名
を
賜
う
て
、
遠
流
に
処
す
?
と
あ
る
?
姓
名
（
し
ょ
う
み
ょ
う
）?
と
の
対
応
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、?
名
之
字
?と
は
罪
名
と
さ
れ
た
?
善
信
?
の
字
で
あ
る
と
し
、?
善
信
?
は
房
号
で
は
な
く
実
名
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。?
善
信
?
は
、
親
鸞
が
?
選
択
集
?
を
読
む
中
で
、
法
然
の
弟
子
と
し
て
法
然
の
教
え
を
受
け
と
め
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
た
時
の
名
告
り
で
あ
り
、
一
方
?
親
鸞
?
は
、?
浄
土
論
??
浄
土
論
註
?
の
課
題
を
自
分
も
荷
お
う
と
し
た
、
自
ら
の
回
心
を
教
学
的
に
確
か
め
て
い
こ
う
と
す
る
名
告
り
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
罪
名
の
?
善
信
（
よ
し
ざ
ね
）?
と
は
、
よ
く
女
と
共
寝
す
る
男
と
い
う
悪
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
興
味
深
い
見
解
も
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
公
開
研
究
会
の
ほ
か
、
研
究
員
の
報
告
を
基
に
し
た
研
究
会
を
開
催
し
た
。
二
〇
〇
八
年
九
月
一
一
日
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六
時
?
報
告
者
?
一
楽
真
氏
（
研
究
員
）?
講
題
??
思
想
教
学
の
検
証
?
に
つ
い
て
?
報
告
者
?
門
脇
健
氏
（
研
究
班
チ
ー
フ
）?
講
題
??
現
代
に
お
け
る
親
鸞
思
想
と
の
出
会
い
?
に
つ
い
て
二
〇
〇
八
年
九
月
一
八
日
一
六
時
一
〇
分
〜
一
七
時
四
〇
分
?
報
告
者
?
東
舘
紹
見
氏
（
研
究
員
）?
講
題
??
史
的
な
親
鸞
像
の
再
検
討
｜
親
鸞
伝
研
究
の
歩
み
｜
?
一
楽
氏
か
ら
は
親
鸞
の
思
想
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
門
脇
氏
か
ら
は
、
過
去
五
〇
年
間
の
日
本
の
時
代
の
特
色
を
、
宗
教
学
・
社
会
学
的
な
見
地
か
ら
俯
瞰
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
東
舘
氏
は
親
鸞
伝
研
究
の
歩
み
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
た
だ
い
た
。
各
研
究
員
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
課
題
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
研
究
班
の
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
真宗総合研究所研究紀要 第27号
出
来
た
。
過
去
一
二
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
公
開
研
究
会
の
内
容
を
、
今
年
度
冊
子
化
し
て
公
開
し
た
。
①
?
親
鸞
像
の
再
構
築
?
第
一
輯
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
三
一
日
発
刊
（
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
）
・
親
鸞
の
俗
称
｜
司
田
純
道
説
を
め
ぐ
り
て
｜
小
山
正
文
・
?
親
鸞
聖
人
御
因
縁
?
の
展
開
塩
谷
菊
美
・
善
鸞
義
絶
状
の
伝
来
と
そ
の
偽
作
説
平
雅
行
②
?
親
鸞
像
の
再
構
築
?
第
二
輯
二
〇
〇
九
年
一
月
三
〇
日
発
刊
（
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
）
・
真
宗
教
育
者
、
広
小
路
亨
先
生
の
親
鸞
像
｜
?
親
鸞
に
み
る
〞
青
年
の
勇
気
と
決
断
〝?
を
読
む
｜
福
島
和
人
・
こ
の
時
代
に
?
本
願
を
聞
く
?
と
い
う
こ
と
｜
何
を
?
え
る
べ
き
か
｜
本
多
弘
之
③
?
親
鸞
像
の
再
構
築
?
第
三
輯
二
〇
〇
九
年
二
月
二
八
日
発
刊
（
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
）
・
こ
の
時
代
に
?
本
願
を
聞
く
?
と
い
う
こ
と
｜
何
を
?
え
る
べ
き
か
（
二
）
｜
本
多
弘
之
・
?
名
之
字
?
推
?
井
上
円
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
公
開
研
究
会
の
成
果
を
踏
ま
え
、
ま
た
研
究
員
か
ら
な
さ
れ
た
報
告
を
も
と
に
し
て
、
親
鸞
研
究
の
動
向
を
検
証
し
、
現
在
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
を
議
論
し
て
き
た
。
そ
し
て?
親
鸞
像
の
再
構
築
?
と
い
う
課
題
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
結
実
さ
せ
て
い
く
の
か
を
重
ね
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
本
研
究
班
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
、?
ａ
史
的
な
親
鸞
像
の
再
検
討
??
ｂ
思
想
教
学
の
検
証
??
ｃ
現
代
に
お
け
る
親
鸞
思
想
と
の
出
会
い
?の
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
論
集
を
、
二
〇
一
一
年
の
御
遠
忌
に
合
わ
せ
て
記
念
出
版
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定
し
た
。
論
集
名
は
?
親
鸞
像
の
再
構
築
｜
親
鸞
を
訪
ら
う
?（
仮
題
）
で
あ
る
。
真
宗
学
・
仏
教
学
・
史
学
・
哲
学
・
文
学
・
社
会
学
な
ど
の
様
々
な
専
門
分
野
の
研
究
者
の
協
力
を
仰
い
で
、
親
鸞
像
の
構
築
に
新
た
な
展
望
を
切
り
開
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
論
集
の
刊
行
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
九
年
二
月
一
七
日
（
一
三
時
〜
一
五
時
）
に
執
筆
予
定
者
を
招
聘
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
を
報
告
す
る
執
筆
者
説
明
会
を
開
催
し
た
。
?
ｄ
文
献
目
録
の
作
成
?
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
前
回
の
御
遠
忌
以
降
の
五
〇
年
間
（
一
九
六
一
〜
二
〇
一
一
）
に
わ
た
る
親
鸞
研
究
を
概
観
す
る
の
に
資
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
並
び
に
文
献
目
録
の
作
成
を
目
指
し
て
い
る
。
本
研
究
班
で
定
め
た
作
成
方
針
に
則
っ
て
継
続
的
に
作
業
を
遂
行
中
で
あ
る
が
、
本
年
度
は
特
に
日
本
語
文
献
の
単
行
本
に
つ
い
て
、?
仏
教
書
総
目
録
?に
基
づ
く
デ
ー
タ
入
力
を
一
九
九
三
年
分
（N
o.10
）ま
で
終
了
し
た
。
ま
た
、
学
術
雑
誌
所
収
の
論
文
に
つ
い
て
は
、?
親
鸞
教
学
?
と
?
真
宗
研
究
?
掲
載
論
文
の
デ
ー
タ
入
力
作
業
中
で
あ
る
。
国
際
仏
教
研
究
本
研
究
は
、
諸
外
国
に
お
け
る
仏
教
を
中
心
と
し
た
宗
教
研
究
の
動
向
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
対
し
て
本
学
の
真
宗
・
仏
教
2008年度研究所報告
研
究
を
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
年
度
も
英
語
班
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
班
、
中
国
班
の
三
班
に
分
か
れ
て
研
究
活
動
を
進
め
て
き
た
。
各
班
の
研
究
経
過
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
?
英
語
班
?
Ⅰ
翻
訳
研
究
活
動
?A
n A
nthology of M
odern Shin B
uddhist W
ritings
に
つ
い
て長
年
に
渡
っ
て
継
続
し
て
き
た
真
宗
近
代
教
学
（
清
沢
満
之
・
曽
我
量
深
・
金
子
大
栄
・
安
田
理
深
）
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
英
訳
出
版
事
業
に
つ
い
て
は
最
終
段
階
を
迎
え
、
本
年
度
は
安
冨
信
哉
教
授
（
元
国
際
仏
教
研
究
チ
ー
フ
）に
序
文
を
執
筆
い
た
だ
き
、
当
研
究
班
に
よ
る
編
集
・
校
正
作
業
を
終
え
た
。
今
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
の
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
准
教
授
（
英
語
班
嘱
託
研
究
員
）
を
通
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
出
版
（SU
N
Y P
ress
）
に
よ
る
最
終
的
な
編
集
・
校
正
を
経
た
上
、
二
〇
〇
九
年
度
中
に
発
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
?
佐
々
木
月
樵
?
大
谷
大
学
樹
立
の
精
神
?
翻
訳
研
究
に
つ
い
て
近
代
教
学
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
続
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
佐
々
木
月
樵
の
?
大
谷
大
学
樹
立
の
精
神
?
を
英
訳
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
後
期
か
ら
そ
の
た
め
の
準
備
に
着
手
し
た
。
Ⅱ
学
会
参
加
・
海
外
出
張
?
第
五
三
回
国
際
東
方
学
者
会
議
二
〇
〇
八
年
五
月
一
六
日
（
金
）
東
京
都
千
代
田
区
の
日
本
教
育
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
第
五
三
回
国
際
東
方
学
者
会
議
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
５
?
仏
典
翻
訳
の
過
去
・
現
在
・
未
来
｜
?
日
英
基
準
訳
語
集
?
構
築
に
向
け
て
?）
に
、
小
澤
千
晶
嘱
託
研
究
員
、
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
補
助
員
、
ア
ダ
ム
・
キ
ャ
ッ
ト
補
助
員
が
参
加
し
た
。
?
第
一
五
回
国
際
仏
教
学
会
大
会
（T
he X
V
th C
ongress of the
 
International A
ssociation of B
uddhist Studies
）
六
月
二
三
日
（
月
）
〜
六
月
三
〇
日
（
土
）
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン
タ
市
の
エ
モ
リ
ー
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
一
五
回
国
際
仏
教
学
会
大
会
に
箕
浦
暁
雄
研
究
員
が
参
加
し
、
二
四
日
に
初
期
仏
教
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で“Sthiram
ati and Y
as?om
itra”
と
い
う
題
目
で
研
究
発
表
を
行
な
っ
た
。
?
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
円
卓
会
議
（O
xford R
ound T
able
）
七
月
一
三
日
（
日
）
〜
七
月
一
八
日
（
金
）
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
市
に
て
開
催
さ
れ
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
円
卓
会
議
に
、
安
冨
信
哉
教
授
が
参
加
し“B
eyond A
ttachm
ent”
と
い
う
発
表
を
行
な
っ
た
。
?
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
（E
L
T
E
）
訪
問
九
月
一
一
日
（
木
）
〜
九
月
一
四
日
（
日
）
ロ
バ
ー
ト
・
Ｆ
・
ロ
ー
ズ
国
際
仏
教
研
究
チ
ー
フ
、
井
上
尚
実
研
究
員
、
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
補
助
員
が
学
術
交
流
提
携
校
で
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
（ー
ブ
ダ
ペ
ス
ト
）
の
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
（E
L
T
E
）
を
訪
問
し
、
一
二
日
に
は
ロ
ー
ズ
教
授
が
中
国
仏
教
（
天
台
に
お
け
る
三
諦
三
観
の
思
想
）
に
関
す
る
英
語
講
演
を
行
な
っ
た
。
?
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会
第
一
二
回
国
際
会
議
（12??
Interna-
tional C
onference
 
of
 
the
 
E
uropean
 
A
ssociation
 
for
 
Japanese Studies
）
九
月
二
〇
日
〜
二
三
日
に
、
南
イ
タ
リ
ア
の
レ
ッ
チ
ェ
市
に
て
開
催
真宗総合研究所研究紀要 第27号
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会
第
一
二
回
国
際
会
議
に
ロ
ー
ズ
研
究
員
・
木
越
研
究
員
・
井
上
研
究
員
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
研
究
補
助
員
が
参
加
し
、“W
here H
ave A
ll the P
ure L
ands G
one?
?Challeng-
ing and D
eveloping D
octrinal A
uthority in M
odern Shin
 
B
uddhism
?”
（
浄
土
は
何
処
へ
い
っ
た
の
か
？：
近
代
真
宗
に
お
け
る
教
学
的
権
威
へ
の
挑
戦
と
そ
の
発
展
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
近
代
真
宗
教
学
に
お
け
る
教
権
と
教
学
的
進
展
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
明
ら
か
に
す
る
パ
ネ
ル
発
表
を
行
な
っ
た
。
?
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
学
?
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
?
学
会
二
〇
〇
九
年
三
月
一
三
日
〜
一
四
日
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
学
の
環
太
平
洋
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
?
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
?
学
会
に
井
上
研
究
員
が
参
加
し
た
。
学
会
終
了
後
、
バ
ー
ク
レ
ー
市
の
仏
教
大
学
院
大
学
（Institute
 
of
 
B
uddhist
 
Studies
）・
毎
田
周
一
仏
教
セ
ン
タ
ー
（M
aida C
enter of B
udd-
hism
）・
バ
ー
ク
レ
ー
東
本
願
寺
等
を
訪
問
し
、米
国
に
お
け
る
仏
教
研
究
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
交
流
活
動
を
行
な
っ
た
。
Ⅲ
公
開
講
演
会
の
開
催
?
一
〇
月
二
三
日
（
木
）
一
七
時
三
〇
分
か
ら
一
九
時
ま
で
、
響
流
館
三
階
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室
に
て
、
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
の
N
icolas R
evire
氏
に
よ
る“A
n O
verview of D
va?ravatı?
A
rt
&
Iconography”
（
ド
ゥ
ヴ
ァ
ー
ラ
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
仏
教
美
術
と
図
像
の
概
観
）
と
い
う
題
目
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
?
一
一
月
二
四
日
（
月
）
一
六
時
一
〇
分
か
ら
一
八
時
ま
で
、
響
流
館
三
階
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室
に
て
、
佛
光
大
学
宗
教
系
助
理
教
授
の
劉
國
威
氏
に
よ
る“T
he L
iterature of the Sngags kyi bklag
 
thabs
?Method of P
ronouncing M
antra
?in T
ibetan B
udd-
hism
”
（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
け
るSngags kyi bklag thabs
﹇
真
言
読
誦
法
﹈
文
献
に
つ
い
て
）
と
い
う
題
目
の
講
義
が
行
わ
れ
た
（
西
蔵
文
献
研
究
と
共
催
）。
?
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
班
?
一
二
〇
〇
八
年
五
月
に
ド
イ
ツ
・
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
で
開
か
れ
た
第
六
回
ル
ー
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
藤
枝
真
研
究
員
が
研
究
発
表
を
し
、
廣
川
智
貴
研
究
員
が
言
語
仲
介
者
と
し
て
参
加
し
た
。
発
表
の
タ
イ
ト
ル
は“R
eines-L
and-B
uddhism
us
 
und,
N
em
butsu‘
als eine gegenw
a?rtige F
orm
 
ino?
zieller
 
Spiritualita?t”
（
浄
土
仏
教
と
非
公
式
的
な
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
現
代
的
一
形
態
と
し
て
の
念
仏
）
で
あ
っ
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は“Interreligio?se V
ersta?ndigung zu G
laubensver-
breitung und R
eligionsw
echsel”
（
信
仰
の
広
ま
り
と
宗
教
の
変
化
〔
改
宗
〕
に
関
す
る
宗
教
間
の
相
互
理
解
）
で
あ
り
、
世
界
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
発
表
者
か
ら
、
福
音
主
義
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
な
ど
様
々
な
宗
教
的
伝
統
に
つ
い
て
の
発
表
が
な
さ
れ
た
。
二
二
〇
〇
九
年
三
月
に
ド
イ
ツ
・
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
で
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム“M
artin L
uther
?Biographie und T
heologie”
（
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー：
そ
の
生
涯
と
神
学
）
に
村
山
保
史
研
究
員
と
藤
枝
真
研
究
員
が
参
加
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ル
タ
ー
の
生
2008年度研究所報告
涯
に
お
け
る
様
々
な
出
来
事
を
彼
の
神
学
上
の
転
回
点
と
結
び
つ
け
て
論
じ
よ
う
と
す
る
一
つ
の
試
み
で
あ
り
、
二
〇
一
七
年
に
迎
え
る
宗
教
改
革
五
〇
〇
周
年
を
目
前
に
し
た
ル
タ
ー
像
の
再
検
討
で
あ
る
。
三
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
神
学
部
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
コ
ル
シ
ュ
教
授
の
著
書M
artin L
uther:
E
ine E
infu?hrung,
Zw
eite A
uﬂage
（?
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
入
門
?
第
二
版
）
の
翻
訳
作
業
を
進
め
て
い
る
。
前
出
の
ル
タ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
際
、
村
山
保
史
研
究
員
と
藤
枝
真
研
究
員
が
コ
ル
シ
ュ
教
授
と
面
談
を
し
、
翻
訳
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
を
済
ま
せ
て
い
る
。
翻
訳
終
了
次
第
、
出
版
と
い
う
形
で
の
公
表
を
計
画
し
て
い
る
。
四
E
P
H
E
（
フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
）
と
の
二
回
目
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
二
〇
一
〇
年
五
月
に
予
定
し
て
お
り
、
発
表
担
当
の
研
究
員
が
各
自
準
備
を
進
め
て
い
る
。
?
中
国
班
?
研
究
テ
ー
マ：
中
国
華
北
・
東
北
・
東
部
モ
ン
ゴ
ル
地
域
の
宗
教
と
文
化
Ⅰ
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
?
東
本
願
寺
旧
蔵
資
料
?
海
外
布
教
関
係
部
分
の
資
料
一
覧
作
成
す
で
に
調
査
が
終
了
し
た
中
国
東
北
地
域
に
引
き
続
き
華
北
地
域
関
連
の
綴
資
料
（
仮
番
号
一
九
〜
二
五
）
の
一
覧
作
成
作
業
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
入
力
作
業
を
実
施
中
。
さ
ら
に
華
中
関
連
資
料
（
仮
番
号
二
六
〜
）
の
調
査
に
も
着
手
し
て
い
る
。
Ⅱ
公
開
講
演
会
お
よ
び
研
究
会
の
開
催
〔
講
演
会
〕
二
〇
〇
八
年
一
一
月
二
四
日
（
金
）
一
六
時
〜
一
八
時
於：
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
（
響
流
館
三
階
?
・
映
画
?
蒙
古
横
断
?
を
め
ぐ
る
資
料
に
つ
い
て
新
潟
大
学
人
文
学
部
准
教
授
広
川
佐
保
二
〇
〇
九
年
三
月
三
日
（
火
）
一
五
時
三
〇
分
〜
一
七
時
三
〇
分
於：
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室
（
響
流
館
三
階
?
・
満
洲
国
の
文
教
政
策
京
都
大
学
大
学
院
教
授
江
田
憲
治
〔
研
究
会
〕
二
〇
〇
八
年
五
月
一
四
日
（
水
）
一
五
時
三
〇
分
〜
一
七
時
三
〇
分
於：
真
宗
総
合
研
究
所
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
・
中
国
山
西
省
大
同
・
朔
州
市
区
の
遼
金
元
石
刻
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
真
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員
井
黒
忍
・
中
国
山
西
省
晋
中
地
域
の
仏
教
遺
跡
に
つ
い
て
大
谷
大
学
教
授
桂
華
淳
祥
・
二
〇
世
紀
前
半
に
お
け
る
東
部
モ
ン
ゴ
ル
地
域
の
仏
教
事
情
大
谷
大
学
教
授
木
場
明
志
二
〇
〇
九
年
二
月
一
九
日
（
木
）
一
五
時
三
〇
分
〜
一
七
時
三
〇
分
於：
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
演
習
室
（
響
流
館
三
階
?
・
河
南
中
部
の
仏
教
遺
跡
と
金
元
碑
刻
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
真
宗
総
合
研
究
所
嘱
託
研
究
員
井
黒
忍
・
中
京
大
塔
の
初
層
壁
面
装
飾
に
つ
い
て
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
共
同
研
究
員
真宗総合研究所研究紀要 第27号
藤
原
崇
人
Ⅲ
中
国
東
北
師
範
大
学
と
の
上
記
テ
ー
マ
に
よ
る
共
同
研
究
の
推
進
一
二
〇
〇
八
年
八
月
二
二
日
（
金
）
〜
二
〇
〇
八
年
八
月
二
七
日
（
水
）、
浅
見
・
桂
華
・
松
川
の
研
究
員
、
井
黒
嘱
託
研
究
員
、
木
場
招
聘
研
究
員
（
本
学
教
授
）
の
計
五
名
は
中
国
東
北
師
範
大
学
（
吉
林
省
・
長
春
）
を
訪
問
し
、
程
舒
偉
・
曲
範
・
劉
景
嵐
・
智
利
疆
（
共
に
東
北
師
範
大
学
）
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
会
を
行
う
と
と
も
に
、
吉
林
省
内
の
通
化
市
・
集
安
市
方
面
の
史
跡
・
仏
跡
お
よ
び
現
在
の
宗
教
活
動
の
実
地
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
間
、
通
化
師
範
学
院
の
招
き
に
よ
る
学
術
交
流
会
に
お
い
て
日
中
双
方
の
研
究
状
況
を
報
告
し
合
っ
た
。
二
二
〇
〇
九
年
三
月
二
四
日（
火
）〜
二
〇
〇
九
年
三
月
二
九
日（
日
）
桂
華
・
松
川
の
研
究
員
二
名
は
モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
及
び
ド
ル
ノ
ゴ
ビ
県
を
訪
問
し
、
ド
ル
ノ
ゴ
ビ
県
ハ
マ
リ
ィ
ン＝
ヒ
ー
ド
寺
院
に
て
現
在
の
宗
教
活
動
の
実
地
調
査
並
び
に
、
一
九
三
〇
年
代
に
当
寺
院
に
弟
子
入
り
し
て
い
た
日
本
人
将
校
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。
西
蔵
文
献
研
究
本
研
究
は
、
学
内
外
の
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
を
調
査
・
整
理
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
研
究
の
基
盤
を
構
築
し
促
進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
八
年
度
は
、
以
下
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。
一
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
そ
も
そ
も
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
は
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
カ
ン
ギ
ュ
ル
・
テ
ン
ギ
ュ
ル
、
い
わ
ゆ
る
?
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
?
で
あ
る
。
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
献
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
な
い
し
少
数
な
が
ら
漢
語
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
他
の
言
語
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
語
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
以
外
の
、
チ
ベ
ッ
ト
人
自
身
の
著
作
、
い
わ
ゆ
る
?
蔵
外
文
献
?、
厳
密
に
い
え
ば
、?
チ
ベ
ッ
ト
撰
述
文
献
?で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
二
〇
〇
八
年
度
の
研
究
成
果
を
、
簡
単
に
報
告
し
た
い
。
Ａ
北
京
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
本
学
図
書
館
に
は
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
と
し
て
、
北
京
版
、
ナ
ル
タ
ン
版
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
デ
ル
ゲ
版
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
そ
の
影
印
版
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
研
究
と
し
て
は
、
北
京
版
に
対
す
る
そ
れ
が
中
心
と
な
る
。
二
〇
〇
八
年
度
は
、
入
力
済
み
で
あ
っ
た
北
京
版
カ
ン
ギ
ュ
ル
（
仏
説
部
）
所
収
テ
キ
ス
ト
の
奥
書
テ
キ
ス
ト
・
デ
ー
タ
に
対
す
る
見
直
し
・
校
正
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
修
正
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
二
〇
〇
九
年
度
中
に
、Peking T
ripitaka O
nline
 
Search
（
北
京
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
）
に
追
加
し
、
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。
Ｂ
蔵
外
文
献
（
チ
ベ
ッ
ト
撰
述
文
献
）
本
年
度
は
、
以
下
の
二
つ
の
文
献
の
テ
キ
ス
ト
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
お
こ
な
っ
た
。
ⅰ
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
?
大
唐
西
域
記
?
清
朝
・
乾
隆
帝
の
時
代
の
初
期
に
活
躍
し
た
翻
訳
師
ク
ン
・
ゴ
ン
ポ
・
キ
ャ
プ
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
こ
の
文
献
は
、
本
学
を
除
い
て
は
中
2008年度研究所報告
国
・
北
京
の
民
族
文
化
宮
に
版
本
の
所
蔵
が
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
稀
書
と
し
て
、
既
に
臨
川
書
店
よ
り
?
大
谷
大
学
所
蔵
西
蔵
蔵
外
文
献
叢
書
?
の
第
一
冊
と
し
て
解
説
を
付
し
て
影
印
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
で
は
、
こ
の
影
印
版
に
も
と
づ
き
入
力
・
校
正
作
業
を
行
な
い
、
影
印
版
で
不
鮮
明
な
箇
所
に
つ
い
て
は
現
物
に
当
た
り
、
万
全
を
期
し
た
。
ⅱ
?
ミ
ラ
レ
ー
パ
の
十
万
歌
?
本
研
究
班
で
は
、
す
で
に
、
こ
の
?
十
万
歌
?
の
著
者
ツ
ァ
ン
ニ
ョ
ン
・
ヘ
ー
ル
カ
（
一
四
五
二
〜
一
五
〇
七
）
に
よ
る
別
の
二
つ
の
文
献
（?
ミ
ラ
レ
ー
パ
伝
??
マ
ル
パ
伝
?）
の
テ
キ
ス
ト
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
を
お
こ
な
い
、
こ
れ
を
公
開
し
て
い
る
。
ツ
ァ
ン
ニ
ョ
ン
の
著
作
に
は
、
口
語
的
表
現
が
数
多
く
見
え
、
ま
た
そ
れ
ら
は
彼
の
故
郷
で
あ
る
西
チ
ベ
ッ
ト
の
方
言
を
反
映
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
既
に
入
力
済
み
の
デ
ー
タ
に
加
え
?
十
万
歌
?
の
デ
ー
タ
を
構
築
し
、
そ
れ
を
研
究
に
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
ツ
ァ
ン
ニ
ョ
ン
の
、
あ
る
い
は
、
一
五
世
紀
末
の
チ
ベ
ッ
ト
語
の
実
態
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
あ
た
っ
て
は
、
開
版
年
代
が
、
数
あ
る
版
本
の
中
で
も
著
作
年
代
に
近
い
と
思
わ
れ
る
木
版
本
を
底
本
に
入
力
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
今
年
度
は
、
す
べ
て
の
入
力
作
業
が
完
了
し
た
。
二
O
tani U
nicode T
ibetan L
anguage K
it
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
毎
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
催
さ
れ
るW
orld
 
W
ide D
evel-
oper C
onference
?W
W
D
C
）
は
、
世
界
中
の
開
発
者
が
集
い
、
必
要
な
最
新
情
報
を
得
ら
れ
、
か
つ
、A
pple
社
の
開
発
ス
タ
ッ
フ
と
直
接
会
合
で
き
る
唯
一
の
貴
重
な
場
で
あ
り
、
こ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
本
研
究
項
目
?
?A
pple
社
のM
ac O
S X
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
O
tani U
nicode T
ibetan L
anguage K
it
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
作
業
?
?
遂
行
上
必
要
不
可
欠
と
?
え
、
二
〇
〇
七
年
度
こ
れ
に
参
加
し
た
。
二
〇
〇
八
年
度
も
こ
れ
に
参
加
す
る
た
め
、
六
月
七
日
〜
六
月
一
七
日
ま
で
嘱
託
研
究
員
・
野
村
正
次
郎
氏
を
派
遣
し
た
。
野
村
氏
は
、A
pple
社
の
開
発
ス
タ
ッ
フ
と
会
合
し
、O
S X 10.6
向
け
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
作
業
に
必
要
な
情
報
を
収
集
し
た
。
ま
た
、
嘱
託
研
究
員
・Steven H
artw
ell
氏
と
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
に
向
け
て
の
打
ち
合
わ
せ
等
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、?
ダ
ラ
ニ
集
?
を
調
査
し
、
正
し
く
入
力
・
出
力
さ
れ
な
い
三
九
の
綴
り
の
組
み
合
わ
せ
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
三
現
地
研
究
機
関
と
の
交
流
・
提
携
二
〇
〇
九
年
三
月
一
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
の
間
、
中
国
青
海
省
西
寧
に
あ
る
青
海
師
範
大
学
の
教
授
ギ
ャ
エ
・
ジ
ャ
ブ
（rG
ya ye bK
ra
 
bho
）
博
士
を
招
聘
し
た
。
期
間
中
、
博
士
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ア
ム
ド
方
言
の
講
習
会
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
三
月
二
六
日
に
は
?
チ
ベ
ッ
ト
文
学
史
に
お
け
る
?
サ
キ
ャ
格
言
?
の
位
置：
サ
キ
ャ
・
パ
ン
デ
ィ
タ
略
伝
と
?
サ
キ
ャ
格
言
?
に
つ
い
て
?
と
の
テ
ー
マ
で
公
開
講
演
会
を
、
翌
二
七
日
に
は
、
共
同
研
究
会
と
し
て
、
博
士
の
指
導
の
も
と
グ
ン
タ
ン
・
コ
ン
チ
ョ
ク
・
テ
ン
ペ
ー
・
ド
ン
メ
（
一
七
二
六
〜
一
八
二
三
）?
ゲ
ン
デ
ン
の
教
え
が
栄
え
る
西
岸
・
成
就
者
の
真
実
の
語
?
の
和
訳
を
試
み
た
。（
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、?
研
究
所
報
?No.
54
に
収
録
）
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ま
た
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
三
日
に
は
内
蒙
古
大
学
教
授
エ
ル
デ
ニ
バ
ヤ
ル
博
士
を
招
聘
し
?
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
研
究
の
現
状
?
の
テ
ー
マ
で
、
二
〇
〇
九
年
二
月
二
八
日
に
は
、
元
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
教
授
テ
ル
ビ
シ
博
士
を
お
招
き
し
?
モ
ン
ゴ
ル
・
ゾ
ル
ハ
イ
と
暦
学
の
伝
統
?
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
公
開
研
究
会
を
開
催
し
た
。
四
オ
リ
ッ
サ
州SA
R
A
SV
A
T
I
研
究
所
所
蔵
貝
葉
写
本
の
研
究
独
自
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
貝
葉
写
本
文
化
が
栄
え
、
そ
れ
が
今
に
息
づ
い
て
い
る
東
イ
ン
ド
・
オ
リ
ッ
サ
州
に
あ
るSA
R
A
SV
A
T
I
研
究
所
に
は
、
数
多
く
の
未
整
理
貝
葉
文
献
が
眠
っ
て
い
る
。
こ
の
文
献
に
対
す
る
研
究
を
外
部
資
金
獲
得
の
も
と
お
こ
な
う
こ
と
と
し
、
そ
の
申
請
に
必
要
な
基
本
的
情
報
収
集
の
た
め
、
嘱
託
研
究
員
ダ
シ
ュ
・
シ
ョ
バ
・
ラ
ニ
氏
を
二
〇
〇
九
年
二
月
一
四
日
〜
三
月
一
五
日
ま
で
派
遣
し
た
。
シ
ョ
バ
氏
は
、
同
研
究
所
所
蔵
の
貝
葉
文
献
の
う
ち
一
〇
〇
〇
点
を
調
査
、
そ
れ
ら
を
言
語
・
分
野
別
に
分
類
し
、
当
該
文
献
の
点
数
や
種
類
な
ど
の
概
要
を
把
握
し
、
そ
の
数
量
的
な
規
模
や
学
術
上
の
重
要
度
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
写
本
研
究
に
詳
し
い
山
本
和
彦
准
教
授
を
二
〇
〇
九
年
三
月
七
日
〜
三
月
一
五
日
ま
で
の
間
特
別
派
遣
し
、
確
認
作
業
に
あ
た
っ
て
も
ら
っ
た
。
大
谷
大
学
Ｄ
Ｂ
研
究
大
谷
大
学
の
所
蔵
す
る
貴
重
な
学
術
的
資
産
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
劇
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
む
現
代
社
会
に
お
け
る
活
用
を
図
る
こ
と
は
、
い
ま
や
本
学
の
重
大
な
使
命
と
な
っ
て
い
る
。し
か
し
、こ
れ
ま
で
個
々
の
研
究
班
や
個
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
試
み
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
全
学
的
な
視
野
を
も
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
は
な
さ
れ
て
き
て
い
な
い
。
本
研
究
班
で
は
、
大
谷
大
学
に
お
け
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
全
学
的
な
視
野
か
ら
の
検
討
と
そ
の
具
体
的
な
実
施
、
お
よ
び
公
開
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
な
う
。
課
題
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
際
し
て
は
、
全
学
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
研
究
員
、
嘱
託
研
究
員
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に
は
学
内
外
の
協
力
者
を
得
て
?
大
谷
大
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
向
け
て
の
研
究
会
?
を
組
織
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
つ
い
て
の
課
題
を
広
く
学
内
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
研
究
成
果
を
発
信
し
て
ゆ
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
学
内
の
諸
機
関
（
と
く
に
図
書
館
・
博
物
館
）、研
究
所
の
諸
研
究
班
と
協
力
体
制
を
組
み
な
が
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
を
行
う
と
と
も
に
、
真
宗
関
係
文
化
財
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
二
〇
一
一
年
の
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
に
合
わ
せ
て
の
公
開
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。
な
お
、
本
学
所
蔵
貴
重
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
並
び
に
そ
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
外
部
資
金
導
入
も
視
野
に
入
れ
て
推
進
す
る
。
本
研
究
班
は
、
左
記
の
項
目
に
わ
た
っ
て
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。
一
大
谷
大
学
所
蔵
北
京
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
、
チ
ベ
ッ
ト
語
蔵
外
文
献
、
パ
ー
リ
語
貝
葉
写
本
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
二
真
宗
関
係
文
化
財
（
音
声
テ
ー
プ
・
写
真
な
ど
）
の
収
集
、
デ
ジ
タ
ル
化
並
び
に
公
開
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三ス
タ
イ
ン
・
ペ
リ
オ
収
集
敦
煌
出
土
文
献
な
ど
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
デ
ジ
タ
ル
化
四
教
行
信
証
、
清
沢
満
之
自
筆
原
稿
な
ど
、
す
で
に
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
の
移
管
と
公
開
に
向
け
て
の
検
討
五
そ
の
他
の
資
料
二
〇
〇
八
年
度
は
、
一
の
北
京
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
関
し
て
、
外
部
資
金
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
て
推
進
し
、
作
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
調
査
、
議
論
を
進
め
た
。
他
機
関
に
お
け
る
貴
重
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
実
態
を
参
?
に
、
作
業
全
般
に
関
す
る
枠
組
み
を
決
定
、
さ
ら
に
、
作
業
に
必
要
な
予
算
の
見
積
も
り
を
行
い
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
の
申
請
を
行
っ
た
が
、
採
択
は
な
ら
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
度
は
、
外
部
資
金
導
入
に
向
け
た
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
具
体
化
を
め
ざ
す
。
ま
た
、
パ
ー
リ
貝
葉
写
本
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
は
二
〇
〇
八
年
度
に
撮
影
作
業
を
実
際
に
開
始
し
て
お
り
、
二
〇
〇
九
年
度
は
撮
影
作
業
を
継
続
す
る
。
二
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
八
年
度
は
真
宗
関
係
文
化
財
の
収
集
に
つ
い
て
関
係
各
方
面
の
協
力
を
得
つ
つ
作
業
を
進
め
た
。
二
〇
〇
九
年
度
は
、
現
状
で
は
収
集
の
進
ん
で
い
な
い
写
真
資
料
を
中
心
に
、
引
き
続
き
収
集
、
撮
影
作
業
を
進
め
る
。
三
に
関
し
て
は
、
撮
影
作
業
の
進
め
方
に
関
す
る
議
論
を
も
と
に
、
二
〇
〇
八
年
度
中
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
ス
キ
ャ
ナ
の
導
入
を
行
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
度
は
、
実
際
の
撮
影
作
業
を
開
始
す
る
。
四
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
八
年
度
は
、
す
で
に
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
に
関
す
る
確
認
作
業
を
中
心
に
進
め
た
。
二
〇
〇
九
年
度
は
、
こ
の
結
果
を
も
と
に
、
新
規
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
を
導
入
し
、
デ
ー
タ
の
移
管
作
業
を
進
め
る
。
以
上
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
作
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
公
開
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
を
さ
ら
に
進
め
て
ゆ
く
。
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
研
究
?
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
研
究
?
は
、
二
〇
一
一
年
の
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
度
重
な
る
造
営
を
支
え
た
門
徒
を
?
本
願
を
受
け
継
ぐ
人
び
と
?
と
意
味
づ
け
、
そ
の
懇
念
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
資
材
・
労
力
・
資
金
の
提
供
と
、
大
工
・
職
人
・
工
匠
等
の
諸
技
術
の
結
集
に
よ
っ
て
美
麗
か
つ
壮
大
な
伽
藍
を
形
作
っ
て
き
た
経
緯
を
研
究
し
、
か
つ
一
書
に
ま
と
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
年
度（
二
〇
〇
九
年
度
）
ま
で
の
四
年
間
を
調
査
・
研
究
期
間
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
東
本
願
寺
に
は
、
度
重
な
る
罹
災
を
く
ぐ
り
な
が
ら
も
、
創
建
時
以
来
の
造
営
関
係
資
料
の
残
存
が
六
〇
〇
〇
余
点
現
存
す
る
。
本
研
究
で
は
、
上
述
の
基
本
姿
勢
に
基
づ
き
、
造
営
の
歴
史
を
門
徒
の
信
仰
を
基
軸
に
、
伽
藍
建
築
意
図
・
細
部
仕
様
意
図
・
技
術
力
・
建
築
経
過
を
史
料
か
ら
追
い
、
も
っ
て
真
宗
本
廟
の
造
営
史
を
構
成
し
て
い
く
。
信
仰
史
・
教
団
史
は
も
と
よ
り
、
従
来
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
建
築
史
・
技
術
史
・
美
術
工
芸
史
、
あ
る
い
は
防
災
史
ま
で
、
真
宗
本
廟
造
営
に
み
ら
れ
る
特
質
を
抽
出
す
る
と
と
も
に
、
禁
裏
造
営
・
他
社
寺
造
営
と
の
比
較
な
ど
を
通
じ
て
、
他
の
一
般
研
究
分
野
に
も
寄
与
し
た
い
。
最
終
目
的
は
真
宗
門
徒
の
帰
依
処
で
あ
る
真
宗
本
廟
の
意
義
の
再
確
認
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
度
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
両
堂
再
建
を
中
心
と
す
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る
真
宗
本
廟
造
営
に
関
す
る
諸
資
料
の
精
査
・
分
類
・
翻
刻
、
執
筆
用
資
料
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
、
と
く
に
実
際
の
造
営
に
至
る
経
緯
を
把
握
す
る
た
め
に
、
造
営
作
事
の
組
織
や
細
部
意
匠
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
、
門
徒
に
お
け
る
用
材
寄
進
の
シ
ス
テ
ム
や
造
営
を
め
ぐ
る
地
域
へ
の
説
諭
の
シ
ス
テ
ム
、
お
よ
び
門
徒
側
の
心
意
と
行
動
の
詳
細
に
研
究
方
向
を
向
け
た
。
そ
の
一
方
で
、
東
本
願
寺
創
立
以
前
の
本
願
寺
の
姿
を
も
描
く
こ
と
を
進
め
、
寺
院
建
築
史
に
お
け
る
本
願
寺
建
築
の
位
置
を
追
求
し
、
ま
た
内
部
障
壁
画
の
美
術
史
的
位
置
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
努
め
、
さ
ら
に
資
料
篇
を
意
識
し
て
史
料
翻
刻
の
作
業
を
急
務
と
し
た
。
こ
う
し
て
年
度
末
に
は
報
告
書
原
稿
が
入
り
始
め
、
よ
う
や
く
全
貌
に
つ
い
て
展
望
で
き
る
と
こ
ろ
に
た
ど
り
着
い
た
。以
下
で
は
、
昨
年
度
の
具
体
的
な
研
究
活
動
と
経
過
に
つ
い
て
、
研
究
推
進
計
画
と
し
て
掲
げ
る
Ⅰ
造
営
史
の
全
体
像
の
把
握
、
Ⅱ
資
料
調
査
、
Ⅲ
文
書
翻
刻
、
Ⅳ
国
内
資
料
調
査
、
Ⅴ
研
究
会
、
の
各
項
目
に
基
づ
き
な
が
ら
、
順
次
に
進
捗
状
況
を
報
告
す
る
。
Ⅰ
全
体
像
の
把
握
で
は
、
本
山
機
関
紙
に
よ
っ
て
明
治
度
造
営
の
進
行
過
程
資
料
を
整
理
、
そ
の
図
表
化
か
ら
作
事
組
織
の
実
態
と
変
遷
、
担
当
部
署
に
お
け
る
事
業
内
容
の
把
握
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
江
戸
期
造
営
に
関
し
て
は
、
東
本
願
寺
資
料
か
ら
関
連
諸
資
料
の
抽
出
・
写
真
撮
影
、
お
よ
び
再
建
時
ご
と
の
分
類
・
整
理
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
漸
次
分
析
を
進
め
て
い
る
。
Ⅱ
資
料
調
査
に
つ
い
て
は
、
本
学
図
書
館
お
よ
び
博
物
館
所
蔵
の
関
連
諸
資
料
の
抽
出
・
写
真
撮
影
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
内
、
図
面
類
に
関
し
て
は
、
本
年
度
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
合
わ
せ
て
、?
総
国
御
会
所
略
図
?（
天
保
七
年
）
な
ど
必
要
史
料
の
購
入
、
明
暦
度
?
御
堂
建
立
記
?
な
ど
の
借
用
調
査
、
複
写
物
の
取
り
寄
せ
を
順
次
お
こ
な
っ
た
。
Ⅲ
文
書
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
造
営
・
焼
失
・
再
建
の
全
般
的
な
動
向
と
、
そ
の
具
体
的
な
様
子
を
把
握
す
る
た
め
に
、
東
本
願
寺
資
料
を
は
じ
め
、
他
機
関
所
蔵
の
関
係
資
料
の
全
文
翻
刻
ま
た
は
関
連
記
事
の
抄
出
翻
刻
が
順
次
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
翻
刻
を
完
了
し
た
諸
資
料
の
一
部
に
つ
い
て
、
所
蔵
機
関
別
に
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
【
東
本
願
寺
所
蔵
】
?
寛
文
元
年
御
影
堂
遷
座
記
録
写
本
??
粟
津
元
隅
日
記
寛
文
六
年
阿
弥
陀
堂
再
建
一
件
抜
書
?
?
御
材
木
御
拝
領
並
日
ノ
丸
御
船
印
御
納
借
且
門
下
ニ
付
浦
触
等
御
願
立
一
件
書
抜
?
?
小
屋
組
・
足
代
・
御
柱
建
・
御
畳
・
御
棟
上
記
録
??
公
儀
掟
書
・
裁
許
書
・
仰
渡
留
書
写
?
【
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
】
?
東
本
願
寺
再
建
被
掛
候
御
届
一
件
??
御
堂
日
記（
略
抜
）??
御
影
堂
棟
上
記
?
?
文
政
四
巳
年
東
本
願
寺
御
直
命
十
二
ヶ
条
?
【
大
谷
大
学
博
物
館
所
蔵
】
?
大
谷
御
廟
地
於
江
府
御
願
書
之
覚
??
徳
川
家
康
公
消
息
??
徳
川
秀
忠
公
消
息
??
徳
川
家
光
公
消
息
??
徳
川
家
綱
公
消
息
??
徳
川
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吉
宗
公
消
息
??
徳
川
忠
長
公
消
息
?
【
城
端
別
院
所
蔵
】
?
御
再
建
見
聞
私
記
?
史
料
番
号
一
五
七
、
史
料
番
号
一
七
九
【
新
井
別
院
所
蔵
】
?
歓
喜
光
院
御
影
下
付
書
立
写
??
東
本
願
寺
焼
失
に
付
懇
志
依
頼
状
??
新
井
別
院
焼
失
に
付
書
簡
?
?
東
本
願
寺
再
建
取
持
六
箇
条
??
毛
綱
御
再
建
志
納
帳
?
【
新
潟
木
揚
場
所
蔵
】
?
百
事
日
誌
?（
第
四
〜
六
）
【
尾
上
嶽
殉
難
遺
族
杉
田
家
所
蔵
】
?
殉
難
見
舞
金
下
付
状
?（
仮
称
）
こ
の
他
に
も
、
国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
関
連
諸
資
料
な
ど
の
翻
刻
が
終
了
し
て
い
る
。
Ⅳ
国
内
資
料
調
査
で
は
、
昨
年
の
八
月
七
日
に
松
井
建
設
所
蔵
の
両
堂
・
諸
殿
造
営
資
料
の
調
査
、
翌
八
日
に
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
お
よ
び
伊
藤
平
左
衛
門
家
所
蔵
の
関
係
資
料
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
一
一
月
二
五
日
に
、
福
井
市
立
郷
土
博
物
館
所
蔵
の
小
林
小
太
郎
旧
蔵
資
料
・
高
木
相
良
家
資
料
の
調
査
、
翌
二
六
日
に
は
、
越
前
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の
直
井
光
男
氏
所
蔵
・
収
集
資
料
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
う
し
た
国
内
資
料
調
査
は
、
東
本
願
寺
資
料
を
客
観
的
に
裏
付
け
る
た
め
の
調
査
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
に
残
る
関
連
諸
資
料
の
発
掘
を
通
じ
て
、?
本
願
を
受
け
継
ぐ
人
び
と
?の
諸
相
と
造
営
史
全
容
の
さ
ら
な
る
理
解
に
努
め
て
い
る
。
Ⅴ
研
究
会
に
つ
い
て
は
、
公
開
研
究
会
と
個
別
課
題
の
報
告
会
を
定
期
的
に
実
施
し
て
き
た
。
公
開
研
究
会
は
、
嘱
託
研
究
員
を
中
心
に
四
回
開
催
し
た
が
、
多
数
の
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。第
九
回
目：
加
藤
享
子
氏（
講
題?
富
山
県
刀
利
村
か
ら
の
献
木
?）
第
一
〇
回
目：
東
舘
紹
見
氏
（
講
題
?
廟
堂
（
御
影
堂
）
の
創
建
と
大
谷
本
願
寺
?）
：
山
岸
常
人
氏
（
講
題
?
文
政
度
造
営
の
建
築
的
な
問
題
?）
第
一
一
回
目：
櫻
井
敏
雄
氏
（
講
題
?
御
坊
格
寺
院
本
堂
の
建
築
構
成
と
工
匠
｜
そ
の
平
面
と
空
間
・
意
匠
｜
?）
：
伊
藤
延
男
氏
（
講
題
?
本
願
寺
寺
内
、
境
内
の
位
置
と
大
き
さ
の
変
遷
｜
吉
崎
か
ら
京
都
ま
で
｜
?）
ま
た
個
別
課
題
の
報
告
会
で
は
、
再
建
造
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
、
順
次
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
共
に
、
刊
行
物
の
全
体
構
成
・
章
立
て
・
目
次
内
容
に
つ
い
て
の
調
整
・
検
討
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
、
本
年
度
の
研
究
計
画
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
主
た
る
作
業
は
報
告
書
原
稿
の
整
理
と
全
体
の
調
整
で
あ
り
、
門
徒
の
信
仰
を
基
軸
と
し
た
真
宗
本
廟
造
営
の
歴
史
を
、
建
築
・
技
術
・
美
術
・
工
芸
・
防
災
と
い
っ
た
特
質
を
ふ
ま
え
て
編
集
に
意
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
実
際
に
は
関
連
諸
資
料
の
補
足
調
査
、
翻
刻
史
料
の
確
認
作
業
が
最
後
ま
で
継
続
さ
れ
よ
う
。
余
す
と
こ
ろ
の
月
日
を
有
効
に
使
っ
て
、
報
告
書
?
本
願
を
受
け
継
ぐ
人
び
と
｜
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
造
営
史
｜
?
編
纂
作
業
の
完
成
を
鋭
意
に
進
め
、
真
宗
門
徒
の
帰
依
処
と
し
て
の
存
在
意
義
を
確
認
し
て
い
く
。
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四?
研
究
所
報
?
の
刊
行
第
五
二
号
（
五
月
一
日
発
行
）
仏
教
は
ど
の
よ
う
に
暴
力
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
?
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
・
日
本
｜
宗
教
者
間
対
話
を
通
じ
て
?
え
る
中
東
平
和
?
に
参
加
し
て
?
え
た
こ
と
ロ
バ
ー
ト
Ｆ
・
ロ
ー
ズ
二
○
○
八
年
度
?
指
定
研
究
?
研
究
組
織
一
覧
二
○
○
八
年
度
?
指
定
研
究
?
研
究
目
的
紹
介
二
○
○
八
年
度
?
一
般
研
究
?
選
?
結
果
発
表
二
○
○
八
年
度
?
一
般
研
究
?
研
究
目
的
紹
介
海
外
調
査
出
張
報
告
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
参
加
報
告
研
究
開
発
報
告
学
術
共
同
研
究
報
告
特
別
研
究
員
研
究
成
果
報
告
彙
報
第
五
三
号
（
一
○
月
一
日
発
行
）
真
宗
総
合
研
究
所
の
現
在
と
改
革
の
可
能
性
大
内
文
雄
二
○
○
八
年
度
?
指
定
研
究
?（
辞
退
・
補
充
・
追
加
）
研
究
組
織
一
覧
二
○
○
七
年
度
?
指
定
研
究
?
研
究
経
過
報
告
二
○
○
七
年
度
?
一
般
研
究
?
研
究
結
果
概
要
海
外
学
会
参
加
報
告
研
究
調
査
出
張
報
告
彙
報
2008年度研究所報告
執
筆
者
紹
介
?二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
現
在
?
豊
島
修
本
学
名
誉
教
授
加
藤
基
樹
富
山
県
立
山
博
物
館
学
芸
員
石
橋
義
秀
本
学
名
誉
教
授
菊
池
政
和
花
園
大
学
非
常
勤
講
師
佐
藤
愛
弓
本
学
非
常
勤
講
師
義
田
孝
裕
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
職
員
水
島
見
一
本
学
教
授
志
藤
修
史
本
学
准
教
授
安
井
喜
行
本
学
教
授
柴
田
み
ゆ
き
本
学
准
教
授
伴
真
一
朗
研
究
協
力
員
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